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ガ
ザ
攻
撃
中
止
、
経
済
再

生
プ
ラ
ン
の
実
現
訴
え 

 

（
写
真
上
か
ら
東
岡
崎
駅
、
豊
橋
駅
、

名
古
屋
駅
） 

 

党
愛
知
県
委
員
会
は
５
日
、
山
下
芳

生
副
委
員
長
を
迎
え
て
、
名
古
屋
駅

前
、
東
岡
崎
駅
前
、
豊
橋
駅
前
の
３
カ

所
で
演
説
会
を
開
き
ま
し
た
。
も
と
む

ら
伸
子
（
衆
院
議
員
）
、
す
や
ま
初
美
の

両
比
例
候
補
、
小
選
挙
区
の
酒
井
ケ
ン

タ
ロ
ー
（
２
区
）、
え

が
み
博
之
（
５
区
）、

鈴
木
こ
う
い
ち
（
７

区
）、
伊
藤
恵
子
（
９

区
）
、
あ
さ
お
大
輔

（

14

区
）
の
各
候

補
が
訴
え
ま
し
た
。 

 

山
下
氏
は
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛
争

に
た
い
す
る
岸
田

政
権
の
対
応
を
強

く
批
判
。
ガ
ザ
攻
撃

◆
西
濃
地
区
対
話
集
会 

11
月
11
日(

土)

13
時
30
分 

大
垣
市
中
川
地
区
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員 

三
尾
圭
司
岐
阜
２
区
候
補 

野
宿
の
難
民 

救
済
早
く 

 

も
と
む
ら
氏 

衆
院
法
務
委 

 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
８
日
の

法
務
委
員
会
で
、
都
内
の
公
園
で
野
宿
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
難
民
申
請
者
へ

の
迅
速
な
救
済
を
求
め
ま
し
た
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
、
出
身
国
が
人
権
、
人

道
上
の
危
機
に
あ
る
と
外
務
省
も
認
め

る
難
民
認
定
申
請
者
が
、
野
宿
を
余
儀
な

 

中
止
、
即
時
停
戦
の
声
を
上
げ
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
党
の
経
済
再
生
プ
ラ
ン
を
紹

介
し
、
ト
ヨ
タ
総
行
動
実
行
委
員
会
の

チ
ラ
シ
を
使
っ
て
、
労
働
組
合
の
役

割
、
賃
上
げ
、
労
働
条
件
の
改
善
を
語

り
ま
し
た
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
、
教
育
実
習
生
の
長

時
間
拘
束
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
男
女
賃

金
格
差
の
是
正
、
保
育
士
配
置
の
改
善

な
ど
、
国
民
と
力
を
合
わ
せ
て
前
へ
進

め
て
き
た
と
紹
介
。
小
牧
基
地
の
強

じ
ん
化
な
ど
「
大
軍
拡
で
は
な
く
外

交
努
力
こ
そ
進
め
る
べ
き
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

す
や
ま
氏
は
「
自
民
党
と
財
界
の

ゆ
が
み
を
正
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
扉
を
こ
じ
あ
け
る
」
「
給
与
が

上
が
り
希
望
が
持
て
る
政
治
を
実

現
す
る
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
の
演
説
会
で
は
、
立
憲
民

主
党
の
藤
原
規
眞

10

区
候
補
も
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

もとむら、すやまさんの動画です 
https://www.instagram.com/p/Cza2JSorjF6/ 

加
藤
担
当
相
が
代
表
の
資
金
管
理
団

体
が
、
法
律
の
上
限
を
超
え
て
１
回

に
１
団
体
か
ら
２
５
０
万
円
の
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収
入
を
受
け
て

い
た
も
の
を
「
寄
付
の
領
収
書
」
に
差

し
替
え
た
と
報
じ
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、「
領
収
書
は
取
引
の
証

明
書
で
あ
り
、
後
日
、
差
し
替
え
る
な

ど
税
務
署
が
認
め
な
い
」
と
た
だ
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
加
藤
担
当
相

は
「
事
実
に
即
し
て
訂
正
し
た
」
と
答

も
政
策
担
当
相

の
政
治
資
金
規

正
法
違
反
の
疑

惑
を
た
だ
し
ま

し
た
。 

 

「
赤
旗
」
は
、

く
さ
れ
、
食
べ

る
こ
と
も
ま

ま
な
ら
ず
、
雨

の
な
か
で
体

調
を
崩
し
て

い
る
と
訴
え

ま
し
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
の
支
援
で
は
法
務
省

が
一
時
滞
在
場
所
の
提
供
な
ど
を
行

っ
た
こ
と
に
触
れ
、「
一
刻
も
早
く
住

居
を
確
保
し
、
保
護
し
、
支
援
す
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

小
泉
龍
司
法
相
は
「
一
度
、
実
態
を

よ
く
リ
サ
ー
チ
し
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
も
と
む
ら
氏
は
、
民
間
支
援

団
体
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
す
で
に
受
け

入
れ
が
困
難
な
状
況
で
、
政
府
が
委

託
す
る
「
難
民
事
業
本
部
（
Ｒ
Ｈ
Ｑ
）」

の
援
助
事
業
で
緊
急
宿
泊
施
設
を
確

保
す
る
こ
と
、
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
担
当
課
は

ぎ
り
ぎ
り
の
体
制
で
体
調
を
崩
す
職

員
も
い
る
と
指
摘
。
今
年
度
分
か
ら

「
緊
急
宿
泊
施
設
の
増
室
、
人
員
増

員
、
処
遇
改
善
を
」
と
要
求
し
ま
し
た
。 

 

深
沢
陽
一
外
務
大
臣
政
務
官
は
「
最

大
限
努
力
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

も
と
む
ら
氏
は
ほ
か
に
、
柿
沢
未
途

前
副
大
臣
の
辞
職
問
題
や
袴
田
事
件

に
み
ら
れ
る
再
審
法
の
改
正
を
求
め

ま
し
た
。 

 

加
藤
担
当
相
の
領
収
書
差
し
替
え
を

批
判 

井
上
氏 

参
院
内
閣
委 

 

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
は
９
日
、
内
閣

委
員
会
で
、「
赤
旗
」
日
曜
版

11

月

12

日
号
が
ス
ク
ー
プ
し
た
加
藤
鮎
子
こ
ど

え
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
資
金
を
提
供
し
た
加
藤

担
当
相
の
関
連
政
治
団
体
は
、
そ
の
時

点
で
は
資
金
残
高
が
約

35

万
円
程

度
し
か
な
く
、
「
寄
付
」
は
不
可
能
だ

と
指
摘
。
ま
た
、
支
出
が
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
前
で
あ
り
、
「
政
治
資
金
規
正
法

は
、
収
支
が
確
定
す
る
前
に
政
治
活
動

に
使
用
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
な

い
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

加
藤
担
当
相
は
「
収
支
が
確
定
す
る

前
に
そ
の
収
入
の
一
部
を
支
出
す
る

こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
は
な
い
」
と
強

弁
し
ま
し
た
。 


